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11
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
日

程
で
、
東
京
都
江
東
区
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

　
江
東
区
で
は
、
「
こ
う
と
う
学

び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
つ
い
て
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
江
東
区
は
、

人
口
約
４
８
万
５
千
人
、
面
積
39
．

99
平
方
キ
ロ
。

　
「
こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」と
は
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
確
か
な
学
び
や
育
ち
を
支
え

る
も
の
と
し
て
、
江
東
区
の
す
べ

て
の
子
供
た
ち
に
確
実
に
身
に
付

け
さ
せ
た
い
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
定
着
を
目
指
す
も
の

で
、
「
江
東
区
の
学
校
で
学
べ
ば
、

『
こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
』
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
確
実

に
身
に
付
き
ま
す
。
」
と
い
う
、

い
わ
ば
『
学
び
の
品
質
保
証
』
で

す
。
」
と
の
説
明
で
し
た
。
教
育

委
員
会
が
示
す
明
確
な
指
針
の
も

と
、
区
内
す
べ
て
の
公
立
小
・
中

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
実
施
し
て
い
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
「
学
び

方
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
「
体
力
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
「
算
数
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
の
３
項
目
で
、
今
後
も
国
語
、

数
学
、
英
語
と
い
っ
た
新
た
な
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
策
定
を
行
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

義
務
教
育
環
境
整
備
計
画

　
気
仙
沼
市
で
は
、
「
義
務
教
育

環
境
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
気
仙
沼
市

は
、
人
口
約
６
万
８
千
人
、
面
積

３
３
３
．
38
平
方
キ
ロ
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、
少
子
化
に
よ

る
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
と
学
校

の
小
規
模
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま

え
、
平
成
23
年
１
月
に
学
識
経
験

者
や
地
域
・
保
護
者
代
表
・
学
校

関
係
者
か
ら
な
る
「
気
仙
沼
市
義

務
教
育
環
境
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
課
題
解
決
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
24

年
10
月
に
答
申
が
提
出
さ
れ
、
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
を
基

に
、
「
気
仙
沼
市
義
務
教
育
環
境

整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の

学
校
規
模
や
配
置
の
適
正
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
示
す
も
の
で
す
。

現
実
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
環
境
は
一
変
し
、
震
災

か
ら
の
復
旧
復
興
と
併
せ
た
難
し

い
計
画
推
進
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
、
具
体
的
な
統
合
や
通
学
区

域
の
再
編
等
に
つ
い
て
、
住
民
・

保
護
者
と
の
懇
談
会
を
地
域
ご
と

に
何
度
も
開
催
し
、
合
意
形
成
に

向
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
少
子
化
に
伴
う
学
校
規
模

の
縮
小
は
将
来
必
ず
訪
れ
る
重
要

な
課
題
で
す
。
現
状
分
析
と
将
来

予
測
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
議
論

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、
研
修
終
了
後
、

先
方
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
気
仙
沼

港
周
辺
の
震
災
被
害
地
域
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
も
な

お
続
い
て
い
る
現
地
の
復
興
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て
被

害
の
甚
大
さ
と
被
災
地
の
方
々
の

ご
苦
労
を
実
感
し
ま
し
た
。
心
よ

り
、
早
期
の
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
日
程
で
、
宮
城
県
仙
台
市
、
宮

城
県
名
取
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
仙
台
市
で
は
、
「
発
達
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
仙
台
市
は
人
口
約

１
０
６
万
９
千
人
、
面
積
７
８
５
．

85
平
方
キ
ロ
。

　

仙
台
市
で
は
、
発
達
障
害
に
対

す
る
専
門
相
談
支
援
の
行
政
機
関

と
し
て
、
平
成
14
年
４
月
に
発
達

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

そ
の
後
、
相
談
ニ
ー
ズ
等
の
増
加

に
伴
い
、
平
成
24
年
１
月
に
新
た

に
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

業
務
の
概
要
は
、
発
達
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
か
ら
成
人
ま
で
の

発
達
の
評
価
や
子
育
て
並
び
に
家

庭
生
活
や
地
域
に
お
け
る
行
動
に

関
す
る
相
談
・
支
援
と
い
っ
た

総
合
相
談
業
務
が
主
な
も
の
で
、

年
々
相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、

平
成
24
年
度
は
、
平
成
14
年
度
と

比
較
し
て
２
．
31
倍
の
９
６
４
０

件
の
相
談
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持

つ
保
護
者
に
対
し
て
、
先
輩
保
護

者
が
色
々
な
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
よ
う
な
出
会
い
の
場
を
設

け
る
等
、
保
護
者
に
重
点
を
置
い

た
支
援
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
達
障
害
に
対
す
る

市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市

民
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
等
、
そ

の
取
り
組
み
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
仙
台
市
か
ら
、
名
取
市

に
向
か
う
途
中
、
被
災
地
を
視
察

し
ま
し
た
。
東
部
沿
岸
地
区
の
荒

浜
地
区
で
は
、
辺
り
一
面
、
住
宅

の
基
礎
部
分
だ
け
が
残
っ
た
状
態

行
政
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

▲こうとう学びスタンダードについて
　（江東区）

▲義務教育環境設備計画について
　（気仙沼市）

▲発達相談支援センターについて
　（仙台市）
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で
、
津
波
の
す
さ
ま
じ
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
名
取
市
に
入
っ
て
も

そ
の
光
景
は
変
わ
ら
ず
、
閖
上

（
ゆ
り
あ
げ
）
地
区
の
小
高
い
神

社
に
立
ち
、
辺
り
を
見
ま
わ
し
た

時
、
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
の
か
と
津
波
の
被
害
の
大
き
さ

に
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
施
設

　

名
取
市
で
は
、
「
障
害
者
福
祉

施
設
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
名
取
市
は
人
口
約
７
万
４

千
人
、
面
積
97
．
76
平
方
キ
ロ
。

　

名
取
市
で
は
、
避
難
所
で
の
対

応
が
難
し
い
要
援
護
者
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
市
内
に
あ
る
６
か

所
の
社
会
福
祉
法
人
と
「
災
害
時

に
お
け
る
要
援
護
者
の
受
入
等
の

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
名
取
市
と
社
会

福
祉
法
人
６
施
設
が
、
地
震
、
風

水
害
、
そ
の
他
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
、
又
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
の
要
援
護
者
の
避
難
受
け
入

れ
等
の
協
力
に
つ
い
て
協
定
を
締

結
し
た
も
の
で
、
今
回
の
東
日
本

大
震
災
で
は
４
施
設
に
28
名
の
要

援
護
者
の
方
々
が
無
事
に
避
難
さ

れ
、
日
数
で
延
べ
２
３
７
日
間
に

わ
た
り
、
安
定
し
た
避
難
生
活
を

送
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
復
興
を

応
援
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
、

視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
日
程
で
、
埼
玉
県
富
士
見
市
及

び
宮
城
県
多
賀
城
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

　

富
士
見
市
で
は
、
「
地
域
活
性

化
対
策　

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

富
士
見
市
は
人
口
約
10
万
８
千
人
、

面
積
19
．
７
平
方
キ
ロ
。

　

富
士
見
市
は
、
ど
こ
か
ら
で
も

富
士
山
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
東
京
都
心
へ
25
分
と
い
う

立
地
も
あ
り
、
東
京
の
ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
ビ
ル

が
建
ち
並
び
、
特
徴
の
な
い
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
き
た
た
め
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
街
に

変
え
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
線
で
結
ぶ

【
花
の
散
策
回
廊
】
を
つ
く
ろ
う

と
、
平
成
22
年
か
ら
「
桜
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
記
念

日
や
入
学
祝
い
の
記
念
樹
と
し
て

募
集
を
行
い
ま
す
。
代
金
は
１
本

１
万
５
千
円
で
、
10
年
間
権
利
を

保
有
で
き
、
オ
ー
ナ
ー
の
銘
板

（
プ
レ
ー
ト
）
を
取
り
付
け
る
こ

と
で
ス
テ
ー
タ
ス
ア
ッ
プ
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。
植
樹
す
る
桜
は
開

花
期
の
長
い
「
河
津
桜
」
を
選
定

し
、
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
や
遊
歩
道
の
整
備
等
、
市
民
に

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
環
境
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
制
40
周
年
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
ふ
わ
っ
ぴ
ー
」
を

作
成
し
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
等
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
し
た
。

多
賀
城
市
震
災
復
興
計
画

　

多
賀
城
市
で
は
、
「
多
賀
城
市

震
災
復
興
計
画
」
に
つ
い
て
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
多
賀
城
市
は
人

口
約
６
万
２
千
人
、
面
積
19
．
65

平
方
キ
ロ
。

　

多
賀
城
市
の
名
称
は
、
古
代
、

多
賀
城
史
跡
を
由
来
と
し
て
い
ま

す
。
仙
台
市
の
北
東
に
位
置
し
て

お
り
、
市
南
部
に
は
工
業
立
地
が

多
く
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
市
の
総
面
積
の
１
／
３
が

浸
水
被
害
に
遭
い
、
１
８
８
名
の

尊
い
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
家
屋
倒
壊
１
万
１

千
戸
以
上
、
が
れ
き
推
量
35
万
３

千
ｔ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
首
長

の
決
断
に
よ
り
、
早
急
な
復
興
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
は
ま
ず
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
道
路
の
整
備
を
急
ぎ
、

が
れ
き
処
理
を
自
前
の
施
設
で
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
震
災
復
興
計
画
」
と

し
て
10
年
間
を
目
途
に
、
復
興
期

３
年
、
再
生
期
４
年
、
発
展
期
３

年
と
位
置
づ
け
、
33
事
業
、
４
４

６
億
円
を
投
入
し
、
市
民
と
の
復

興
課
題
を
次
の
３
つ
に
絞
っ
て
集

中
的
に
取
り
組
む
事
と
し
ま
し
た
。

①
現
地
で
の
居
住
再
建
促
進

②
「
逃
げ
る
」
を
基
本
と
し
た
減

災
教
育
の
推
進

③
震
災
計
画
を
生
か
し
、
マ
イ
ナ

ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
く
発
想

　

こ
れ
は
、
首
長
が
市
民
の
意
見
、

希
望
、
思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

市
民
の
声
を
加
味
し
た
判
断
の
も

と
、
よ
り
住
み
や
す
い
街
の
再
建

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
市
民
と

協
同
で
作
り
上
げ
る
街
づ
く
り
の

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
経
済
常
任
委
員
会

▲東日本大震災の爪痕
　（名取市閖上地区）

▲障害者福祉施設について
　（名取市）

▲桜のオーナー制度について
　（富士見市）

▲多賀城市震災復興計画について
　（多賀城市）


